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１ ． 敷 地 内 土 捨 場 の 配 置 と 規 模  

柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 の 敷 地 内 で 発 生 し た 掘 削 残 土 は ，敷 地 内 土 捨 場 へ の

収 容 を 原 則 と し て お り ，敷 地 外 に 搬 出 す る こ と は な い 。柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電

所 で 運 用 し て い る 敷 地 南 東 側 の 土 捨 場 （ 約 90 万 m 3） を 図 - 1 に 示 す 。  

 

 

図 -1 敷 地 内 土 捨 場 の 配 置 と 規 模  
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２ ． 屋 外 ア ク セ ス ル ー ト の 位 置 付 け と 敷 地 内 土 捨 場 に よ る 影 響 確 認  

 柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 の 屋 外 ア ク セ ス ル ー ト は ，令 和 2  年 10  月 14  日 付

け 原 規 規 発 第 2010147  号 に て 認 可 さ れ た 柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 7  号 機 に お

け る 設 計 及 び 工 事 計 画 （ 以 下 「 本 体 設 工 認 」 と い う 。） の 中 で 整 理 し て い る 。 

本 体 設 工 認 の 中 で ， 敷 地 内 土 捨 場 近 傍 の 屋 外 ア ク セ ス ル ー ト は 周 辺 斜 面 崩

壊 に よ り 必 要 な 道 路 幅 を 確 保 で き な い ル ー ト と し て 評 価 さ れ て い る が ， 可 搬

型 重 大 事 故 等 対 処 設 備 の 保 管 場 所 と 6 号 及 び 7 号 炉 を 直 接 つ な ぐ ア ク セ ス ル

ー ト で は な い た め ， 仮 復 旧 ル ー ト の 対 象 と し て い な い 。 そ の た め ， 当 該 ア ク

セ ス ル ー ト は 重 大 事 故 等 対 策 の 有 効 性 評 価 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。  

こ こ で は ， 敷 地 内 土 捨 場 が 本 体 設 工 認 の ア ク セ ス ル ー ト 評 価 に 与 え る 影 響

を 確 認 す る た め ， 周 辺 斜 面 崩 壊 の 影 響 評 価 と 仮 復 旧 ル ー ト と 仮 復 旧 時 間 の 考

え 方 を 整 理 す る 。  

 

2 .1 周 辺 斜 面 崩 壊 に よ る 影 響  

 本 体 設 工 認 で は ， 地 震 及 び 津 波 の 影 響 を 考 慮 し た 上 で ， 可 搬 型 重 大 事 故 等

対 処 設 備 の 保 管 場 所 か ら 設 置 場 所 及 び 接 続 場 所 ま で の ア ク セ ス ル ー ト を 複 数

設 定 し て い る 。 屋 外 ア ク セ ス ル ー ト の 設 定 に あ た っ て は ， 以 下 の ２ 条 件 を 満

足 す る ル ー ト 設 定 と し て い る 。  

・ 基 準 津 波 の 影 響 を 受 け な い ル ー ト  

・ 基 準 地 震 動 Ｓ ｓ の 影 響 に よ る 周 辺 斜 面 の 崩 壊 や 道 路 面 の す べ り で 崩 壊 土

砂 が 広 範 囲 に 到 達 す る こ と を 想 定 し た 上 で ， ホ イ ー ル ロ ー ダ に よ る 仮 復

旧 が 可 能 な ル ー ト  

図 2 に 示 す 通 り ，本 体 設 工 認 で は 屋 外 ア ク セ ス ル ー ト を 対 象 と し て ，周 辺

斜 面 の 崩 壊 及 び 道 路 面 の す べ り に つ い て 影 響 評 価 を 実 施 し て い る 。敷 地 南 東

側 の 土 捨 場 近 傍 の 屋 外 ア ク セ ス ル ー ト は ，③ 断 面 ，④ 断 面 を 対 象 断 面 と し て

検 討 を 行 い ，斜 面 崩 壊 に よ り 必 要 な 道 路 幅（ 3m）が 確 保 で き な い ル ー ト と し

て 評 価 さ れ て い る 。  

 な お ， 道 路 幅 （ 3 m） が 確 保 で き な い 場 合 に も ， 徒 歩 で 通 行 す る か も し く

は ， 複 数 設 定 さ れ て い る 他 の ア ク セ ス ル ー ト に よ り 迂 回 す る こ と が 可 能 で

あ る 。 加 え て ， 周 辺 は 平 坦 な 地 形 で あ る こ と か ら ア ク セ ス ル ー ト 以 外 の 場

所 で あ っ て も 通 行 可 能 な 場 所 を 迂 回 す る こ と も 可 能 で あ る 。  
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③ 断 面 （ 評 価 結 果 ： 問 題 あ り ）    ④ 断 面 （ 評 価 結 果 ： 問 題 あ り ）  

 

図 2 屋 外 ア ク セ ス ル ー ト の 周 辺 斜 面 の 崩 壊 に よ る 影 響 評 価  

（ 本 体 設 工 認  Ⅴ -1 -1 -7 -別 添 1， p .62～ p .68 を 編 集 ）  

 
本 体 設 工 認 に お け る 周 辺 斜 面 の 崩 壊 及 び 道 路 面 の す べ り 影 響 評 価 結 果 を

図 3 に 示 す 。敷 地 南 東 側 の 土 捨 場 近 傍 の ア ク セ ス ル ー ト は ，土 捨 場 施 工 以 前

の 地 表 面 形 状 か ら 斜 面 崩 壊 が 発 生 す る こ と が 想 定 さ れ て お り ， 必 要 な 道 路 幅

（ 3m） が 確 保 で き な い ル ー ト と し て い る （ 図 -3 に お け る 赤 矢 印 箇 所 ）。  

本 体 設 工 認 時 に 斜 面 崩 壊 が 想 定 さ れ て い る こ と か ら ， 敷 地 内 土 捨 場 の 有 無

に よ り ア ク セ ス ル ー ト の 斜 面 崩 壊 に 係 る 評 価 が 変 わ る こ と は な い 。  
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図 -3 ア ク セ ス ル ー ト （ 本 体 設 工 認  Ⅴ - 1 -1 -7 -別 添 1， p .69 を 一 部 加 筆 ）  

 

 

2 .2 仮 復 旧 ル ー ト と 仮 復 旧 時 間 へ の 影 響  

本 体 設 工 認 に お け る ア ク セ ス ル ー ト 仮 復 旧 時 間 の 評 価 で は ，下 記 の 3  ケ ー

ス を 想 定 し て 仮 復 旧 時 間 を 算 定 し て い る 。  

ケ ー ス 1： 7  号 機 建 屋 寄 り 付 き 箇 所 ま で の ル ー ト  

ケ ー ス 2： 5  号 機 東 側 保 管 場 所 ま で の ル ー ト （ 5  号 機 原 子 炉 建 屋 内 緊 急 時

対 策 所 用 可 搬 型 電 源 設 備 へ の 給 油 作 業 を 想 定 ）  

ケ ー ス  3：淡 水 貯 水 池 か ら の 淡 水 送 水 に 必 要 な ホ ー ス の 敷 設 を 優 先 し た ル

ー ト （ 事 故 シ ー ケ ン ス 「 全 交 流 動 力 電 源 喪 失 ＋ 主 蒸 気 逃 し 安 全 弁  

1  個 開 固 着 」 を 想 定 ）  

 

敷 地 南 東 側 の 土 捨 場 近 傍 の ア ク セ ス ル ー ト は ，い ず れ の ケ ー ス に も 含 ま れ

て い な い 。設 定 し た ル ー ト と 仮 復 旧 時 間 の 整 理 の 一 例 を 図 -4 に 示 す（ 図 中 の

赤 矢 印 箇 所 が 敷 地 南 東 側 の 土 捨 場 近 傍 の ア ク セ ス ル ー ト ）。  

敷 地 内 土 捨 場 の 有 無 に よ り 本 体 設 工 認 ア ク セ ス ル ー ト の 仮 復 旧 時 間 に 係 る

評 価 が 変 わ る こ と は な い 。  
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図 -4 設 定 し た ル ー ト 及 び 仮 復 旧 時 間 の 一 例  

（ 本 体 工 認  Ⅴ -1 -1 -7 -別 添 1， p .107 を 一 部 加 筆 ）  
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2 .3 屋 外 ア ク セ ス ル ー ト に 対 す る 敷 地 内 土 捨 場 の 影 響  

本 体 設 工 認 の 中 で ， 敷 地 内 土 捨 場 近 傍 の 屋 外 ア ク セ ス ル ー ト は 周 辺 斜 面 崩

壊 に よ り 必 要 な 道 路 幅 を 確 保 で き な い ル ー ト と し て 評 価 さ れ て い る が ， 可 搬

型 重 大 事 故 等 対 処 設 備 の 保 管 場 所 と 6 号 及 び 7 号 炉 を 直 接 つ な ぐ ア ク セ ス ル

ー ト で は な い た め ， 仮 復 旧 ル ー ト の 対 象 と し て い な い 。  

本 体 設 工 認 に お け る 周 辺 斜 面 崩 壊 の 影 響 評 価 と 仮 復 旧 ル ー ト の 考 え 方 を 整

理 し た 結 果 ， 敷 地 内 土 捨 場 の 有 無 に よ り 屋 外 ア ク セ ス ル ー ト の 斜 面 崩 壊 と 仮

復 旧 時 間 に 係 る 評 価 が 変 わ ら な い こ と を 確 認 し た 。 そ の た め ， 敷 地 内 土 捨 場

の 有 無 が 本 体 設 工 認 の 屋 外 ア ク セ ス ル ー ト の 評 価 に 影 響 を 与 え る こ と は な い

と 判 断 し て い る 。  

 

以  上  
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【 参 考 】 敷 地 内 土 捨 場 の 計 画  

 土 捨 場 の 法 面 形 状 は ， 斜 面 崩 壊 に よ り 近 傍 施 設 ・ 設 備 が 影 響 を 受 け る こ と

の な い よ う に 計 画 し て い る 。  

 参 考 図 -1， 2 に ， 敷 地 南 東 側 の 土 捨 場 （ 約 90 万 m 3） に お け る ， 平 面 と 断

面 を 示 す 。敷 地 南 東 側 の 土 捨 場 の 海 側 斜 面 下 方 に は ア ク セ ス ル ー ト が 存 在 す

る 。そ の た め ，土 捨 場 法 肩 か ら 15°を 斜 面 崩 壊 影 響 範 囲 と し て 保 守 的 な 想 定

を 行 い ， 本 体 設 工 認 の 評 価 に 影 響 を 与 え な い 計 画 と し て い る 。  

 
参 考 図 -1 敷 地 南 東 側 の 土 捨 場 （ 約 90 万 m 3）  平 面  

 

 
参 考 図 -2 敷 地 南 東 側 の 土 捨 場 （ 約 90 万 m 3）  断 面  


